
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

九州大学病院 臨床教育研修センター

きらめきプロジェクト
福岡市東区馬出 丁目

・ ：
：

Ｌ ：

スタッフ発表会を開催しました 

2020 年 4 月より、きらめきプロジェクトは新体制で始動致しました。 
新責任者である加藤聖子よりご挨拶を申し上げます。 

今年度よりきらめきプロジェクトプログラム責任者に就任しました加藤聖子

です。このプログラムはキャリアを継続し発展させたいと望む医師・歯科医師

が、原則 ３年間非常勤職として九州大学病院で勤務できる制度です。 2007年

9月から 2009年度は文部科学省大学改革推進事業「女性医療人きらめきプロジ

ェクト」として施行され、2010年度より 2019年 10月まで九州大学病院きらめ

きプロジェクトとして大学病院独自の予算で継続され、2019 年 11 月からは医

師･歯科医師の初期研修、後期研修をとりおこなっている九州大学病院臨床教

育研修センターが、３番目のキャリア継続研修という意味を含めて、きらめき

プロジェクトを包含することになりました。  

これまで、水田祥代教授や樗木晶子教授が尽力され、全国的に「女性医療人支

援のさきがけ」として知られるようになり、この１４年間に１３１人の医師・

歯科医師がこの制度を利用してきました。この歴史あるまた重要なプログラム

を任せられ、非常に責任の重さを感じております。 

最初ですので、少し自己紹介をさせていただきます。私は宮崎県延岡市に生ま

れ、中学校までそこで育ちました。高校は親元を離れ、下宿生活をしながら県

立宮崎西高校理数科に進学し、理数科独特の雰囲気に影響され、１浪を経て九

州大学医学部に入学しました。女子学生は 120人中 7人でした。ここまでは女

性であることを特に意識せず、過ごしていました。卒業後、外科も内科もでき

そうな産婦人科を選択しました。同期入局は 13 人中 2 人でした。その後、結

婚・夫とともに米国留学・出産・育児・任期が切れ退職・出局し東京へ単身赴

任などを経て、2014 年より産婦人科教授に就任し今に至っています。現在は

180 人を超える教室員を抱える教室の運営に日々奮闘しています。これまでを

振り返ると、「山あり谷あり」でしたが、夫をはじめとする家族や周囲の方々に

支えられ何とかキャリアを継続させることができました。これまでの経験を活

かしながら、一人一人の多様性を重視してこのプログラムに参加される先生方

の支援を行っていきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願いします。 

３月１1 日～１3 日の 3 日間、『第 10 回スタ
ッフ発表会』を開催しました。この発表会で
は、きらめきプロジェクトに所属する医師・歯
科医師が１年間の活動の記録をまとめたポ
スターを、本院外来診療棟２階ギャラリーに
掲示いたしまた。 

ポスターには、出産・育児・自身の病気や介護等のプラ
イベートと仕事の両立の工夫や、１年間で得られた診
療・研究の成果が記され、お越しいただいた方からは
「皆さんが苦労しながらキャリアアップされているのを
拝見し、自分も頑張らねばと思いました。」「みんな頑
張ってらして、私も！と刺激を受けました。」といった感想
をいただきました。 

患者様だけでなく、将来きらめきプロジェクトへの参加を
考えている医師や、他大学・外部企業の方にもお立ち
寄りいただき、この取り組みの重要性を再認識する場
ともなりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑等々、コンテンツが盛りだくさん！ぜひのぞいてみてください。 

ご挨拶 

ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ 

九大病院 きらめき 


